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1 アブストラクト

 肺がんの様に動く臓器へ連続的に 次元的にスポットスキャンニングする方法はこ
れまで無かった。

 ＫＥＫで実証に成功した誘導加速シンクロトロンとレーザーアブレーションイオン源を
組合わせると、これが可能になる。
 ドライバーである加速器はイオン源と加速器リングだけの簡単な構成である。
 将来、ガントリーなどの巨大な装置を使う事なく、ガン患部へ粒子ビーム集中照射し
てガン治療を行い得る、コンパクトでコストを抑えた次世代のガンセラピーへの道を拓く
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2 エネルギー走査スポットスキャニング照射

4  バリアーバケットからの粒子離脱とビーム取り出し3 完全電離炭素線、陽子線、ヘリウム３の誘導加速
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誘導加速の原理図

No limitation on band-width

加速と閉じ込めを分離した誘導加速シンクロトロンがKEKつくばキャンパスの2台のシン
クロトロを使って実証された。特に速い繰り返しの誘導加速シンクロトロン[3]が今回の提
案に直結している。
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5 ドライバー加速器のラッティス

8  鍵となる装置: 時間変化するセ静電セプタムとランバートソン磁石
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7  スピル制御

セプタム領域でのターン分離幅

取り出し領域の磁石配列

半導体スイッチで制御
される充電電圧

6 粒子取り出しの計算機シミュレーション

ビーム取り出し時間帯加速器
偏向磁石
磁場

動くガン患部

水平方向の
デフレクター

垂直方向の
デフレクター進行方向に連続的な粒子

ビーム走査はどうする？

通常のバリアーバケット加速

バリアーバケット
での加速と
それからの離脱

離脱した粒子の位置：
x(s)=D(s)Dp/p

D(s)： 運動量分散関数
Dp/p： バケットで安定に

加速されている粒子との運動量差

これがモチベーション


